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健康福祉部

ページ 事　　　　　　　　業　　　　　　　名 担　　　当　　　課

1
原油価格・物価高騰対策緊急生活支援事業費
（医療機関・社会福祉施設等光熱費緊急支援事業費）

こ ど も ・ 青 少 年 総 合 対 策 室
高 齢 者 支 援 課
障 害 者 支 援 課
家 庭 支 援 課
医 療 課
生 活 衛 生 課
薬 務 課

2
原油価格・物価高騰対策緊急生活支援事業費
（年末年始緊急生活支援事業費）

家 庭 支 援 課
労 働 政 策 課
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健　康　福　祉　部

趣　　旨

２ 事業内容

【主な対象施設】

・医療施設等

・高齢者施設等 ※京都市内を除く

・障害者施設等 ※京都市内を除く

・保育所等

担 当 課
・

担 当 名

　通所系事業所は定員１人当たり２千円、入所施設は定員１人当た
り６千円、訪問系事業所は１事業所当たり10千円

075-414-4761

075-414-4582
075-414-4743

075-414-4571
075-414-4633

　定員の規模に応じて１施設当たり20千円、60千円、200千円

課・担当

電話番号

075-414-4591

075-414-4756

　通所系事業所は定員１人当たり３千円、入所施設は定員１人当た
り７千円、訪問系事業所は１事業所当たり10千円

　病院・有床診療所は１病床当たり15千円、無床診療所は１施設当
たり100千円、施術所１施設当たり50千円

１

　原油価格・物価高騰が続く中、法令等で定められた価格によりサー
ビス提供を行う医療機関や社会福祉施設等の負担を軽減するため、各
施設に対し支援金を支給

　光熱費の高騰による維持管理費の負担軽減のため、各施設の規模等
に応じて支援金を支給

一般財源

1,459,000 - - -
予 算 額 1,459,000 千円

国　庫 起　債 その他

令和４年度９月補正（追加）予算案主要事項説明

事 業 名 原油価格・物価高騰対策緊急生活支援事業費
（医療機関・社会福祉施設等光熱費緊急支援事業費）

新規・
継続の別

新　規

健康福祉－ １

こども・青少年総合対策室

高 齢 者 支 援 課 事 業 所 ・ 福 祉 サ ー ビ ス 係

障 害 者 支 援 課

保 育 ・ 子 育 て 支 援 係

福祉サービス・障害児支援係

家 庭 支 援 課

医 療 課

薬 務 課

生 活 衛 生 課

薬 物 対 策 ・ 企 画 係

生 活 営 業 係

病 院 事 業 ・ 企 画 係

家 庭 福 祉 係

目 的

対 象

方法等

事業内容



趣　　　旨

２ 事業内容

①

②

事 業 名 原油価格・物価高騰対策緊急生活支援事業費
（年末年始緊急生活支援事業費）

新規・
継続の別

継続

令和４年度９月補正（追加）予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部
商 工 労 働 観 光 部

予 算 額 22,000 千円
国　庫 起　債 一般財源

22,000 - - -

繰入金

こどもの城づくり特別
支援事業費（①）

　ひとり親家庭のこどもの居場所等において開催
される、地域の子ども等を対象とした年末年始の
催しを支援

5,000

１

　 原油価格・物価高騰や長期化するコロナ禍の影響を大きく受けた方々の年末年
始の生活不安を解消するため、こどもの居場所等を通じた緊急的な支援を実施

事業名
(丸数字は担当課名)

内容

ひとり親家庭等生活
緊急支援事業費（①）

15,000
  ひとり親家庭のこどもの居場所等を通じ、食料
や生活必需品等を配布

予算額
（千円）

年末年始相談体制強
化事業費（①・②）

　京都府労働相談所及び京都府ひとり親家庭自
立支援センターの相談窓口を年末年始も臨時で
開設し、切れ目のない相談体制を確保

2,000

担 当 課
・

担 当 名

課・担当

電話番号

家 庭 支 援 課

労 働 政 策 課

ひとり親・ヤングケアラー支援係

雇 用 企 画 係

075-414-4584

075-414-5088

健康福祉－ ２

目 的

対 象

方法等

事業内容


